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アサヒグループホールディングスへの攻撃
は現場の運営に大きな混乱をもたらした。
我々はいかに備え、立ち向かうべきか

日
本
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
格
好

の
標
的
に
な
っ
て
い
る
。

　

９
月
29
日
に
ア
サ
ヒ
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
が
、

10
月
19
日
に
は
ア
ス
ク
ル
が
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
受
け
、
物
流
機
能
を
中
心
に
大
規
模

な
シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生
し
た
。

　

今
回
、
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
Ｈ
Ｄ
へ
の
サ

WEDGE  REPORT

〝世界一狙われる国〟日本
サイバー防衛力の強化を急げ
日本に降りかかる一連のサイバー攻撃は、もはや「サイバー犯罪」の域を超えている。
これら事象の本質を見極め、日本を守るためにできることを徹底しなければならない。

増田幸美   Yukimi Sohta

日本プルーフポイント チーフエバンジェリスト、警察大学校講師

KYODO

イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て
犯
行
声
明
を
出
し

た
の
は
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
グ
ル
ー
プ
の

「
Ｑ
ｉ
ｌ
ｉ
ｎ
（
キ
ー
リ
ン
）」
だ
。

　

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
と
は
身
代
金
要
求
型

の
マ
ル
ウ
ェ
ア
（
悪
意
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
の
こ
と
を
指
す
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
者

が
跋
扈
す
る
ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
上
で
は
今

や
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
本
体
に
加
え
、
身

代
金
要
求
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ま
で
、
攻

撃
に
必
要
な
も
の
一
式
が
「
サ
ー
ビ
ス
」

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み

は
「
Ｒ
ａ
ａ
Ｓ
（
ラ
ー
ス
）」
と
呼
ば
れ
、

キ
ー
リ
ン
も
自
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
「
店
舗
」
の
一
つ
で
あ
る
。
攻
撃
を
担

う
サ
イ
バ
ー
犯
罪
者
は
こ
う
し
て「
武
器
」

を
揃
え
、
得
ら
れ
た
身
代
金
は
キ
ー
リ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ッ
カ
ー
集
団
に
還
元

さ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
店
舗
」
を
構
え
て
い
る

の
は
キ
ー
リ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
の

商
売
敵
は
多
く
、
ハ
ッ
カ
ー
集
団
同
士
で

攻
撃
を
仕
掛
け
合
う
こ
と
も
日
常
的
に
行

わ
れ
て
い
る
が
、
今
年
に
入
り
、
潮
目
が

大
き
く
変
わ
り
始
め
て
い
る
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

３
月
に
は
「
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ォ
ー
ス
」
と

い
う
ハ
ッ
カ
ー
集
団
が
二
つ
の
団
体
を
統

合
し
た
。
さ
ら
に
９
月
に
は
、
２
０
２
２

年
に
最
多
の
攻
撃
数
を
仕
掛
け
た
「
ロ
ッ

ク
ビ
ッ
ト
」
と
キ
ー
リ
ン
と
の
三
者
間
で

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
結
ば
れ
た
の
だ
。

こ
う
し
た
事
例
は
非
常
に
珍
し
く
、
ラ
ー

ス
の
勢
力
図
は
劇
的
に
変
化
し
た
。

　

先
に
挙
げ
た
集
団
は
全
て
ロ
シ
ア
系
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
金
銭
の
要
求
や
情
報
窃
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令
和
の

京
都
地
図

文
・
増
田
明
代
、
円
城
新
子
、
土
居
丈
朗
、
土
方
細
秩
子
、
編
集
部
（
横
上
菜
月
、
岩
淺
力
也
、
友
森
敏
雄
、
大
城
慶
吾
）

写
真
・
井
上
智
幸
、
生
津
勝
隆
、
大
西
史
晃
、
坂
井
保
夫 

時
代
が
変
わ
る
た
び
、京
都
は
常
に
進
化
を
遂
げ
て
き
た
。

「
千
年
の
都
」京
都
は
今
後
、ど
う
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
か
。

日
本
人
の
み
な
ら
ず
、世
界
中
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
魅
力
や
吸
引
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

京
都
に
根
を
張
る
各
界
の
先
駆
者
た
ち
に
聞
く
令
和
時
代
の
新
し
い
京
都
地
図
と
は

│
。

古
く
て
新
し
い
都
の
デ
ザ
イ
ン

Wedge Special Report
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18

1955年京都府生まれ。京都大学大学
院工学研究科修士課程修了。国際日
本文化研究センター教授などを経
て、現職。『つくられた桂離宮神話』
（講談社学術文庫）でサントリー学
芸賞、『京都ぎらい』（朝日新書）で
新書大賞を受賞。

井上章一
Shoichi Inoue

国際日本文化研究センター 所長

「
京
都
中
華
思
想
」が
生
み
出
し
た

い
け
ず
・
知
恵
・
吸
引
力

「
京
都（
洛
中
）人
」と
は
何
か
？　
「
い
け
ず
」文
化
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
？

洛
中
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
理
由
は
何
な
の
か
？　

京
都
の
神
髄
を
知
る
こ
と
で
そ
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
。

文
・
編
集
部（
友
森
敏
雄
、横
上
菜
月
）　 

写
真
・
井
上
智
幸 
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観
光
面
で
注
目
さ
れ
る
。
京
都
市
外
の
人

か
ら
み
れ
ば
、「
観
光
客
も
多
く
、
さ
ぞ

か
し
財
政
的
に
も
潤
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
思
え
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
内
実
は
厳
し
い
。
京
都
市
は

２
０
０
２
年
度
以
降
財
政
難
が
続
き
、
将

来
の
市
債
返
済
に
備
え
た
積
立
金
で
あ
る

公
債
償
還
基
金
を
取
り
崩
し
た
り
、
国
の

交
付
税
措
置
が
な
い
行
政
改
革
推
進
債
を

発
行
し
た
り
す
る
な
ど
「
特
別
の
財
源
対

策
」
に
依
存
し
て
、
何
と
か
財
政
赤
字
を

補
填
し
て
き
た
。

　

な
ぜ
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

そ
れ
は
、「
第
二
の
夕
張
市
」
に
な
ら
な

い
た
め
で
あ
る
。
市
の
実
質
財
政
収
支
の

赤
字
が
一
定
以
上
に
な
る
と
、
北
海
道
夕

張
市
が
現
在
、唯
一
指
定
さ
れ
て
い
る「
財

政
再
生
団
体
」
に
転
落
す
る
。
財
政
再
生

団
体
に
な
る
と
、借
金
返
済
が
優
先
さ
れ
、

歳
出
削
減
や
増
税
が
待
ち
受
け
る
。

　

そ
の
後
、
京
都
市
は
22
年
度
に
22
年
ぶ

り
に
特
別
の
財
源
対
策
に
依
存
せ
ず
に
一

般
会
計
の
黒
字
化
を
達
成
し
た
。
さ
ら
に

24
年
度
決
算
で
は
58
億
円
の
黒
字
を
計
上

し
た
。
黒
字
化
の
背
景
に
は
大
き
く
三
点

が
あ
る
。
第
一
に
地
価
上
昇
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
増
収
、
第
二
に
観
光
回
復
に
よ

る
宿
泊
税
収
の
伸
び
、
第
三
に
歳
出
面
で

の
抑
制
で
あ
る
。
人
件
費
抑
制
や
市
の
敬

老
バ
ス
の
値
上
げ
、
敬
老
乗
車
証
の
対
象

年
齢
引
き
上
げ
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
が
含
ま
れ
る
。

　

近
年
の
改
善
を
み
て
、「
税
収
が
増
え

た
＝
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
余
裕
が
で
き
る
」

と
い
う
の
は
短
絡
的
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
ま
だ
過
去
の
財
政
難
の
ツ
ケ

は
残
っ
て
い
る
。
公
債
償
還
基
金
の
残
高

京京
PART1

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
で
潤
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、財
政
基
盤
は
脆
弱
な
京
都
。

魅
力
あ
る
都
市
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、質
の
高
い
投
資
が
欠
か
せ
な
い
。

土
居
丈
朗（
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部 

教
授
）

京都市内を走るバスは、一般市民が乗車できないほど、観光客で混雑することもある

都
市
は
、
古
都
と
し
て
の
文

化
資
産
と
景
観
に
恵
ま
れ
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど

危
う
い
京
都
の
財
政
基
盤

危
う
い
京
都
の
財
政
基
盤

財
政
健
全
化
と
未
来
へ
の
投
資
を
図
れ

財
政
健
全
化
と
未
来
へ
の
投
資
を
図
れ

MIKE ABRAHAMS/GETTYIMAGES
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NATIONAL STRATEGY

城山英巳
Hidemi Shiroyama

北海道大学大学院メディア・
コミュニケーション研究院 教授

慶應義塾大学文学部卒業後、時事通
信社に入社。計10年の北京特派員を
経て2020年から現職。ボーン・上田
記念国際記者賞受賞。早稲田大学大
学院社会科学研究科博士後期課程修
了、博士（社会科学）。著書に『マ
オとミカド』（白水社）など多数。

日本の国会議員は習近平と直結するチャンネルを持っているのか？（出典：首相官邸HPより加工）

高
市
政
権
の
大
き
な
課
題

「
対
中
国
パ
イ
プ
」の
着
実
な
構
築
を

WEDGE

OPINION

近
年
、日
中
間
の
パ
イ
プ
が
急
激
に
や
せ
細
っ
て
い
る
。国
民
か
ら
の
高
い
支
持
率
を
背
に
発
足
し
た

高
市
政
権
は
そ
の
自
覚
と
、パ
イ
プ
の
再
構
築
に
向
け
た
外
交
努
力
が
欠
か
せ
な
い
。

強
化
で
一
致
し
た
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
日

本
に
と
っ
て
「
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な

安
全
保
障
環
境
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
中

国
と
の
パ
イ
プ
を
こ
の
ま
ま
失
い
続
け
れ

ば
、
大
き
な
禍
根
を
残
し
か
ね
な
い
。

　

ま
ず
は
歴
史
を
振
り
返
り
た
い
。
改
革

開
放
以
降
の
日
中
関
係
に
お
い
て
、
日
中

リ
ー
ダ
ー
の
間
に
真
の
信
頼
に
基
づ
く
パ

イ
プ
が
築
か
れ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
中
曽

根
康
弘
首
相
と
胡
耀
邦
共
産
党
総
書
記
、

野
中
広
務
元
官
房
長
官
と
曾
慶
紅
国
家
副

主
席
の
関
係
が
思
い
浮
か
ぶ
（
肩
書
は
当

時
）。
中
曽
根
と
野
中
の
下
で
働
い
た
外

務
官
僚
に
話
を
聞
く
と
、
胡
は
中
曽
根
の

「
国
家
観
」
に
、
曾
は
野
中
の
「
信
義
」

に
そ
れ
ぞ
れ
魅
か
れ
た
と
い
う
。

　

１
９
８
５
年
の
終
戦
の
日
に
靖
国
神
社

に
公
式
参
拝
し
た
中
曽
根
は
、「
親
日
」

と
保
守
派
に
批
判
さ
れ
た
胡
耀
邦
の
立
場

高
で
一
致
し
た
が
、
高
市
氏
を
「
右
翼
・
タ

カ
派
・
親
台
湾
」
と
み
な
す
習
氏
の
警
戒

感
は
解
け
て
お
ら
ず
、
日
中
関
係
は
前
途

多
難
だ
。「
日
本
の
政
治
家
の
対
中
パ
イ

プ
が
途
絶
え
た
」と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、

首
脳
間
の
対
話
が
途
絶
え
た
際
、
あ
る
い

は
安
全
保
障
面
で
不
測
の
事
態
が
発
生
し

た
際
に
備
え
、
日
中
間
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

構
築
が
不
可
欠
だ
。

　

高
市
首
相
は
日
中
首
脳
会
談
に
先
立

ち
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
の
間
で
「
日

米
同
盟
の
新
た
な
黄
金
時
代
」
を
確
認
し

た
。
日
本
の
頭
越
し
で
米
中
が
が
っ
ち
り

と
手
を
結
ぶ
事
態
へ
の
危
機
感
か
ら
ト
ラ

ン
プ
・
習
近
平
会
談
前
に
、
対
中
抑
止
力

市
早
苗
首
相
は
韓
国
で

中
国
の
習
近
平
国
家
主

席
と
会
談
し
、「
戦
略

的
互
恵
関
係
」
の
推
進
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落合恵美子
Emiko Ochiai

京都産業大学 教授、
京都大学 名誉教授

1958年東京生まれ。東京大学文学部
卒業、東京大学大学院社会学研究科
博士課程。博士（社会学）。社会学者。
大学院時代に出産した経験から育児
の実態や、家族、女性などの研究に
取り組む。近著に『親密圏と公共圏
の社会学』（有斐閣）など多数。

選択的夫婦別姓制度の議論は約30年前から行われているが、堂々巡りが続いている

〝
史
実
不
在
〞の
感
情
論
や
め

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
本
質
的
議
論
を

WEDGE
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「
個
性
を
尊
重
す
る
」「
伝
統
的
な
価
値
観
を
守
る
」
│
。
意
見
が
飛
び
交
う
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
議
論
。

名
前
に
つ
い
て
の
議
論
を
き
っ
か
け
に
、日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
は
何
か
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

子
教
授
は
、
こ
う
し
た
現
状
に
警
鐘
を
鳴

ら
す
。
浮
か
ん
で
は
消
え
る
夫
婦
別
姓
を

巡
る
議
論
を
〝
政
争
の
具
〞
に
し
て
は
な

ら
な
い
。
日
本
人
は
、
歴
史
か
ら
何
を
見

つ
め
直
す
べ
き
な
の
か
、
今
一
度
考
え
る

べ
き
だ
。（
小
誌
編
集
部
）

　

日
本
の
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
歴
史
的
背

景
を
振
り
返
る
の
が
こ
の
論
考
の
趣
旨
で

は
あ
る
が
、
ま
ず
は
１
０
０
年
以
上
前
に

起
き
た
タ
イ
の
出
来
事
に
お
付
き
合
い
い

た
だ
き
た
い
。

　

20
世
紀
の
初
め
に「
ナ
ー
ム
サ
ク
ン（
家

名
）
法
」
を
制
定
し
た
タ
イ
の
国
王
ラ
ー

マ
６
世
は
、
な
ぜ
こ
の
法
律
が
必
要
な
の

か
と
い
う
自
分
の
考
え
を
「
ナ
ー
ム
サ
ク

ン
と
セ
ー（
姓
）」と
い
う
論
文
に
書
い
た
。

　

明
治
天
皇
と
同
時
代
を
生
き
た
ラ
ー
マ

５
世
の
息
子
で
あ
る
ラ
ー
マ
６
世
は
、
シ

新
し
い
。
一
方
、
25
年
の
総
裁
選
で
は
各

候
補
者
と
も
導
入
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
示

し
、
表
立
っ
た
議
論
は
な
か
っ
た
。

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
を
巡
る
議
論
で
は
、

推
進
派
は
「
個
人
の
尊
厳
や
自
由
」
を
、

反
対
（
保
守
）
派
は
「
伝
統
的
な
家
族
観

が
壊
れ
る
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
、

お
互
い
の
価
値
観
が
ぶ
つ
か
り
合
う
。
た

だ
し
、双
方
の
主
張
は
、時
に
「
利
便
性
」

で
語
ら
れ
た
り
、史
実
に
基
づ
か
な
い「
感

情
論
的
側
面
」
が
強
く
、
本
質
的
な
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。『
21

世
紀
家
族
へ
』（
ゆ
う
ひ
か
く
選
書
）
の

著
書
が
あ
り
、
家
族
社
会
学
、
歴
史
社
会

学
が
専
門
の
京
都
産
業
大
学
・
落
合
恵
美

０
２
４
年
の
自
民
党
総

裁
選
で
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
の
導
入
が
争
点

と
な
っ
た
の
は
記
憶
に
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Open AI・CEOのサム・アルトマン（左）と、AMD・CEOのリサ・スー（右）

１０
月
６
日
、
米
国
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
で
生
成
Ａ
Ｉ

「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
を
開

発
・
運
営
す
る
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ 

Ａ
Ｉ
が
発
表

し
た
内
容
は
多
く
の
関
係
者
に
衝
撃
を
与

え
た
。
同
じ
く
米
国
の
半
導
体
大
手
ア
ド

バ
ン
ス
ト
・
マ
イ
ク
ロ
・
デ
バ
イ
ス
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
）
に
最
大
10
％
出
資
し
、
そ
の
半
導

体
を
活
用
し
て
巨
大
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を

構
築
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
の「
演
算
主
権
」

ア
プ
リ
が
イ
ン
フ
ラ
を
買
収
す
る
時
代

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
衝
撃
性
は
、
世
界
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ク
タ
ー
の
覇
権
を
め
ぐ

る
力
学
が
、
従
来
の
産
業
構
造
を
超
越
し

た
領
域
に
突
入
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
も
は
や
、
Ａ
Ｉ
に
必
要
な
半
導
体

の
安
定
供
給
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

上
の
提
携
で
は
な
く
、「
Ａ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ

覇
権
」
を
狙
う
も
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と

が
決
定
的
に
重
要
だ
。
す
な
わ
ち
生
成
Ａ

Ｉ
と
い
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
自
ら

を
駆
動
さ
せ
る
た
め
の
演
算
資
源
を
資
本

で
囲
い
込
む
。
す
な
わ
ち
、「
ア
プ
リ
が

イ
ン
フ
ラ
を
買
収
す
る
」
と
い
う
、
産
業

史
上
か
つ
て
な
い
逆
転
現
象
な
の
で
あ

WEDGE  REPORT

技術で勝って戦略で負ける日本
構造的敗北を乗り越えよ
テクノロジー覇権と資源地政学の動きが激しくなる中、日本企業は「傍観者」になっている。
シンガポールに駐在中の筆者から日本人に伝えたい危機感とは？
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首
都
圏
を
中
心
に
、
私
立
中
学

校
へ
の
進
学
を
目
指
す
「
中

学
受
験
」
が
年
々
注
目
を
集

め
、
大
手
学
習
塾
の
調
査
で
は
中
学
受
験

率
は
全
国
で
18・９
％
だ
と
公
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
数
字
か
ら
中
学
受
験
が
過
熱
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
は
人
に
よ
っ
て
評
価
が

分
か
れ
る
だ
ろ
う
し
、
私
自
身
、
一
概
に

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。も
ち
ろ
ん
、

中
学
受
験
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
つ
も
り

も
な
い
。
受
験
は
進
路
選
択
の
一
つ
で
あ

り
、
子
ど
も
と
家
庭
の
判
断
に
よ
っ
て
多

様
な
意
味
を
持
つ
か
ら
だ
。

　

た
だ
し
、
少
子
化
が
進
む
今
、
私
企
業

で
あ
る
塾
や
受
験
産
業
は
業
績
を
保
つ
た

め
に
「
数
字
」
を
巧
み
に
用
い
、〝
バ
ス

に
乗
り
遅
れ
る
な
〞
と
い
う
空
気
を
醸
成

WEDGE  REPORT

「暗記中心」中学受験の盲点
子どもの思考力をもっと育もう
丸暗記をするだけでは、子どもの考える力は育たない。
認知心理学者・今井むつみ氏は子どもに必要な「学びの根」を認知科学の視点から浮かび上がらせる。

今井むつみ   Mutsumi Imai

慶應義塾大学 名誉教授
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し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。

　

し
か
も
、
受
験
の
過
程
が
「
合
格
す
る

た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
に
矮
小
化
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ

る
。

　

塾
で
の
詰
め
込
み
や
暗
記
を
重
ね
れ

ば
、
一
定
の
点
数
は
取
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
本
来
育
て
る
べ
き

思
考
力
の
土
台
を
細
ら
せ
て
し
ま
う
と
い

う
危
う
さ
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。

　

詰
め
込
み
に
よ
る
暗
記
は
、い
わ
ば〝
死

ん
だ
知
識
〞
の
集
積
と
い
え
る
。
知
識
が

頭
の
中
で
意
味
や
経
験
と
結
び
つ
い
て
い

な
け
れ
ば
、
問
題
が
少
し
変
化
し
た
だ
け

で
応
用
が
利
か
な
い
か
ら
だ
。
例
え
ば
、

子
ど
も
が
九
九
を
覚
え
、
筆
算
の
仕
方
を

覚
え
て
も
、
式
の
与
え
ら
れ
て
い
な
い
算

数
の
文
章
題
に
お
い
て
、
正
し
い
途
中
式

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の

は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
や
っ
か
い
な
の
は
、
入
試
問
題

そ
の
も
の
が
こ
う
し
た
「
暗
記
主
義
」
を

助
長
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
来
、
入
試
問
題
は
子
ど
も
の
「
思
考

力
」
を
問
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
単
に
問
題
を
高
度
に
す
る
だ
け

で
は
、
思
考
力
の
差
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が

実
施
す
る
国
際
的
な
学
習
到
達
度
調
査

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
は
思
考
力
を
重
視
す
る
テ

ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
問
題
が
複
雑

か
つ
西
洋
の
哲
学
や
理
論
に
基
づ
い
て
い

る
た
め
、
高
得
点
を
取
る
の
は
ご
く
一
部

の
ト
ッ
プ
層
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
正
答
率
は
軒
並
み

低
く
、
結
局
、
結
果
に
差
が
出
る
の
は
記

憶
力
や
断
片
的
な
知
識
で
解
け
る
部
分
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
。

　

思
考
力
を
測
る
と
い
う
の
は
、
言
葉
で

言
う
ほ
ど
単
純
な
話
で
は
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
受
験
に
限
ら
ず
、
学
校
や
家
庭
で

の
指
導
に
お
い
て
も
、「
教
わ
っ
た
知
識

を
覚
え
る
こ
と
」
と
「
知
識
を
使
っ
て
考
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David Howell

英国上院議員
元エネルギー相・運輸相

サッチャー政権始め、これまでに
数々の政権で大臣を務めた。財務
省の元エコノミストで、英日関係
を築くうえで中心的な役割を果た
し、2001年に瑞宝章を受章。著書
に『Look Where We ’ re Going』『The 
Japan Affair』『地球の呼吸はいつ止
まるのか?』（共著・ウェッジ）など。

離脱や分断の余波が残るEU。再び共通の土台を築けるのか、その正念場を迎えている

変
貌
す
る
戦
後
の
国
際
秩
序

Ｅ
Ｕ・
英
国
は
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
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第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
80
年
が
た
ち
、急
速
な
技
術
の
進
展
と
共
に
世
界
は
大
き
く
変
容
し
た
。

弱
体
化
し
た
と
い
わ
れ
る
Ｅ
Ｕ
や
英
国
だ
が
、不
確
実
性
の
高
い
今
だ
か
ら
こ
そ
果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
る
。

続
く
東
西
冷
戦
が
近
づ
い
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
な
お
の
こ
と
そ
う
言
え
る
。

　

彼
ら
に
は
国
家
の
上
位
に
立
つ
強
固
な

制
度
や
枠
組
み
が
な
け
れ
ば
、
規
則
や
審

判
な
し
で
国
際
的
な
「
ゲ
ー
ム
」
に
臨
む

よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

い
た
。
ル
ー
ル
や
信
頼
さ
れ
る
レ
フ
ェ
リ

ー
、
抑
制
策
が
存
在
し
な
い
競
技
が
必
ず

そ
う
な
る
よ
う
に
、
す
ぐ
に
カ
オ
ス
（
混

沌
）
と
無
秩
序
に
陥
っ
て
い
く
と
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
当
時
の
政
治
指
導
者

と
そ
の
顧
問
は
復
興
の
仕
事
を
し
っ
か
り

成
し
遂
げ
、
45
年
に
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
で
国
連
憲
章
が
調
印
さ
れ
、
国
際
通
貨

基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
と
世
界
銀
行
、
当
時
は

関
税
貿
易
一
般
協
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
と
呼

ば
れ
、
後
に
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

に
名
称
変
更
さ
れ
る
新
た
な
貿
易
規
制
機

関
、
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）、
そ

１
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
崩
れ
落
ち
て
い
た
。

　

あ
の
時
代
の
賢
明
な
政
治
家
は
、
最
後

に
広
島
へ
の
原
爆
投
下
の
灰
と
殺
戮
に
至

る
５
年
半
の
血
み
ど
ろ
の
戦
争
の
恐
怖
を

胸
に
刻
み
、「
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
」

と
い
う
箴
言
を
守
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
そ

し
て
実
際
、
戦
争
終
結
の
前
か
ら
完
全
な

復
興
に
つ
い
て
考
え
始
め
て
い
た
。

　

立
派
な
政
治
家
は
、
強
力
な
国
際
組
織

が
尊
敬
と
信
頼
を
取
り
戻
せ
な
け
れ
ば
、

平
和
も
安
定
も
貿
易
の
拡
大
も
な
く
、
さ

ら
に
は
民
主
主
義
そ
の
も
の
が
潰
え
る
と

考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
優

先
的
に
取
り
組
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

選
択
は
正
し
か
っ
た
。
そ
の
後
数
十
年
間

９
４
５
年
に
第
二
次
世

界
大
戦
が
終
わ
っ
た

時
、
世
界
の
秩
序
と
安

定
を
支
え
る
国
際
機
関
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